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 本報告書は，平成 16年度に環境省から依頼された「航空機騒音に関する評価方法検討

業務」と題する業務について，社団法人日本騒音制御工学会が調査検討を行い，その結

果をとりまとめたものである。 
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緒  言 
 
 社団法人日本騒音制御工学会は，平成 16年度に環境省より「航空機騒音に関する評価

方法検討業務」と題する調査業務の依頼を受けた。この業務の目的は，成田国際空港の

暫定平行滑走路の供用後に実施された騒音測定の結果に見られる評価値の不確かさにつ

いて，その実態及び原因を明らかにし，改善のための方法を提案することにある。 

 検討業務の遂行にあたり，日本騒音制御工学会では「航空機騒音に関する評価方法検

討委員会」を組織し，上記の目的に沿った調査の方針，内容，方法の決定，検討のため

の資料の準備，資料に基づく不確かさとその改善方法の検討を行った。 

委員会の構成メンバーを次頁の別紙 1に示す。 

本報告書は，委員会に提出された資料及び委員会で討議された内容に基づいてとりま

とめており，委員会で審議・承認されたものである。なお，検討資料の作成に際しては，

財団法人成田空港周辺地域共生財団より，平成 14，15年度に成田空港周辺で行われた航

空機騒音の実測調査の結果の提供を受けた。 

本調査の機会を与えられた環境省，並びに貴重な実測データを提供された成田空港周

辺地域共生財団に，深謝の意を表する次第である。 
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